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クローバーだより 
     

    《子育て相談》 
自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、こんな時どうしたらいいの 

と思われた時にお話にいらっしゃいませんか？保育経験者がお話しさせていただき 

ます。お電話で予約していただき、ご都合の良い日を決めさせていただきます。       

TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  

 

幼児の発達にとっての「遊び」とは？ 

幼児の発達には毎日の「遊び」が欠かせません。 

遊ぶことによって、頭を使い、思考する力、記憶する力、コミュニケーション能力など、多くの力を発

達させます。幼児にとっての遊びは心身の成長には欠かせない、食事や睡眠、排泄などと同じくらい重

要な物です。 

 子どもは年齢や脳の発達に合わせて様々な遊びを取り入れていきます。その中で、怪我をしたり、傷

ついたりして、次に失敗しない為に一生懸命考え、行動し、解決策を見出します。このプロセスこそが

脳を育てるのに何よりも重要です。大人からみると子どもはただ遊んでいるだけに見えるかもしれませ

ん。しかし、子どもは遊びの中から、生きていくうえで大切なことを獲得していきます。 

 大人は子どもの遊びに付き合うときは、なんとなく付き合うのではなく、子どもにとって大切な事と

理解したうえで、今何を獲得しているのだろう、子どもの能力を伸ばすためにはどんな対応が適切なの

かを考えながらコミュニケーションをとっていくとよいでしょう。 

 

では、具体的に遊びの効果はどんなことがあるでしょうか。 

 

遊びの効果 

＊脳や体を発達させる 

心身の発達に大きな影響を与えます。 

鬼ごっこなどの体を動かす遊びでは、走ることで体力の向上・体を機敏に動かす力・瞬発力・判断 

力を鍛える子ができます。ぶつかって転ばないように体を動かすなど学びます。 

ルールを守って遊ぶことで社会性が身につき、コミュニケーション能力を高めることも可能です。 

＊創造力や柔軟性を育てる 

独創性や柔軟性を育てる事にも良い影響を与えます。 

最初から大人の真似ばかりさせられたり、ルールで厳しく縛りつけてしまうと独創性や柔軟性は育

ちません。この力は大人になってから得ようと思って得られるものではありません。 

幼児の頃から様々な遊びをして、様々な物に触れて、様々な考え方をすることで、大人になっても

これらの力を発揮することができます。 

＊自発的な力を育む 

  たくさん遊ぶことで自発性を育むことができます。 

  日常の中で遊びを見つけ、継続性があり、その中で得た知識は蓄積されていきます。 

  子どもの「やってみたい」「遊んでみたい」という気持ちから始まることこそが遊びの第一歩です。 

  自発的な遊びへの興味関心は、時間や予定によって仕方ない時もありますが、遮断されることが多 

くなると、子どもは諦めてしまいます。出来る範囲で、子どもの気持ちを大切にしてあげましょう。 
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